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１． 研究目的 
動機づけは英語学習を成功させるためのきわめ

て重要な要因である．本研究の目的は，学生の英

語学習を継続させ，英語力を向上させるために必

要な動機づけに関する研究をおこない，その研究

成果を本学英語教育研究所が導入した e-learning 
システムを活用した英語教育に生かすことである．

正規の授業だけでは学生の英語力を伸ばすことは

困難であり，英語学習時間を増やすために本学で

は授業外の e-learning の活用を学生に奨励してい

る．しかし e-learning には課題も多い．教員や学

生仲間とのかかわりが少なく，高い動機づけが養

われていない限り e-learning の学習は継続が困難

である．本研究では e-learning の最大の問題点で

ある動機づけについての考察をし，本学における

英語 e-learning 教育発展のための理論的支柱を構

築することである． 
 
２． 研究実施内容 
学習における個人差による要因のことを学習者

要因とよび，動機づけはこの中に含まれる（Ellis, 
1994, 1997, 2015; 小西, 1994; Larsen-Freeman & 
Long, 1991; Skehan, 1989）．動機づけの定義は様々

である． 
Gardner (1985) は動機づけを「言語学習における

ゴールを達成しようとする努力と，学習言語に対

する好意的態度」と定義した．Crookes & Schmidt 
(1991) は，動機づけは 7 つの要素から構成される

とした．それらは「興味」，「関連性」，「成功／失

敗の予測」，「報酬への信頼」，「意思の固さ」，「一

貫性」，「活動レベルの高さ」である．Dörnyei (1999) 
は動機づけを「人間の行動の方向と規模を決める

もの」と定義し，「なぜ人がそれを行うのか」，「ど

のくらいその活動を維持しようとするのか」，「い

かにそれを手に入れようとするのか」を説明する

ものであるとした．Dörnyei & Ushioda (2010) は動

機づけを「人がなぜあることをしようと決め，ど

のくらいの期間それを喜んで続け，どのくらい熱

心にそれを達成しようとしているかである」と定

義している． 
日本の研究者の動機づけの定義としては，鹿毛 

(2013) の「行為が起こり、活性化され、維持され，

方向づけられ，終結する現象」や廣森 (2010) の「特

定の行動を生起し，維持する心理的メカニズム」

をあげることができる．廣森 (2010, 2015) は動機

づけの中身を 3 つの要素から捉えている．それら

は，ある行動の目標や目的を規定する「動機」

(motive)，ある行動の目標や目的の強さを規定する

「動機づけ」(motivation)，ある行動への働きかけ

を規定する「動機づける」(motivate/motivating) で
ある． 
動機づけ研究には社会心理学的アプローチ，教

育心理学的アプローチ，社会文化的アプローチ，

動機づけ方略アポローチ，自己動機づけアプロー

チ等，様々なアプローチがあり，どのアプローチ

から動機づけ研究をするかによって，動機づけの

定義，研究目的，研究手法は異なる．以下，動機

づけ研究の流れを概観し，理論を整理する． 
1960 年前後から第二言語習得の分野において動

機づけ研究が行われるようになった．Gardner & 
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Lambert (1972) は志向 (orientation) を，言語学習

を行う理由と同義であるとした．そして，志向に

は統合的と道具的の 2 種類があると述べている．

統合的志向すなわち統合的動機づけ (integrative 
motivation) は，目標言語話者の集団やその文化・

社会への好意的な態度に基づくものである．一方，

道具的志向すなわち道具的動機づけ (instrumental 
motivation) は，将来よりよい仕事や待遇を得るた

めに有利な側面への関心に基づくものである．こ

の Gardner らによる社会心理的アプローチが動機

づけ研究の出発点である．特に統合的動機づけは

言語習得の視点に立っており，現在までその概念

の解釈や学習成果との関連をめぐっては多数の研

究が行われている． 
Deci (1975) は教育心理学的視点から動機づけ

を内発的動機づけ (intrinsic motivation) と外発的

動機づけ (extrinsic motivation) に分けた．この 2
つの動機づけに代表されるのが自己決定理論 
(self-determination theory) である（Deci & Ryan, 
1985; 2002）．この理論は，動機づけには，自己決

定的，内発的プロセスと，制御的，外発的なプロ

セスの連続体の中で，外的要素を個人に統合する

規制過程があると考える．中田 (2011) は自己決定

理論について，学習する理由や目的を中心に動機

づけを捉えており，どのように動機づけるかとい

う課題は間接的なつながりしかなく，また様々な

制約がある学校や教室の文脈を十分配慮していな

いと指摘している． 
1990 年代後半から教育現場を意識した研究が増

えてきた．Dörnyei & Csizér (1998)，Dörnyei (2001)，
Cheng & Dörnyei (2007) は 動 機 づ け 方 略 
(motivational strategies) について論じている．この

動機づけ方略アプローチの他にも，Norton (1995)，
Ushioda (2001, 2008) の社会文化論的・状況論的ア

プローチ，William & Burden (1997, 1999)，William, 
Burden, Poulet, & Maun (2004) の社会構造的アプ

ローチ，Li (2006)，Nakata (2009) に代表される実

践者研究，Sakai & Kikuchi (2008)，Kikuchi (2009, 
2013, 2015) の動機喪失 (demotivation) 研究など

は第二言語習得の動機づけ研究に新たな動きをあ

たえた． 
日本人は学校で外国語としての英語を学習する

が，十分な動機づけがあれば英語学習を続けるこ

とが可能である（Shrum & Glisan, 2020）．逆に動機

づけが足りなければ英語学習を継続させることは

難しい．日本の大学生の場合，英語学習を継続し，

アカデミック英語を習得できるかどうかは動機づ

け次第といえる．このことから，本研究では大学

における自律的英語学習を支える第二言語習得の

動機づけ解明の研究に取り組んだ． 
 
３． まとめと今後の課題 
本研究では，これまでの動機づけ研究の流れを

概観し，動機づけ理論を整理し，第二言語習得に

必要な動機づけの解明を試みた．動機づけの研究

には多くの可能性が秘められている．最近では，

動機づけは安定したものではなく，流動的なもの

であるという考え方へと変化してきた．そして動

機を高める要因，動機を減退させる要因の研究が

進められている．今後は，動機を変容させる要因

と動機の強さを捉えることで動機づけのダイナミ

ックスを生み出すメカニズムを明らかにし，

e-learning を活用した英語教育に有益な示唆を与

えることができる研究を行っていく必要がある． 
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